
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1007 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 国語表現 改訂版 （大修館書店） 

副教材等 国語表現基礎練習ノート （大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ 

・わかりやすく読みやすい、整った文章を書く力を身につけましょう。 
・文を書くための基礎基本を身につけるために、仮名遣い、送り仮名、漢字の使い分けを意識
しましょう。 
・対面やグループワークを通して、「話す、聞く」といったコミュニケーションのための力を
養いましょう。 
・提出物の期限は守りましょう。評価に大きく関係します。 
・定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・書き方の基本を学ぶ。 
・正確に伝える力、相手を説得する力、わかりやすく説明する力を身につける。 
・会話で関係を築く力、議論して物事をまとめる力を身につける。 
・話すことや聞くことに関する抵抗感を減らし、場に応じて効果的に話したり聞いたりする力
を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語に対する関

心を深め、国語を

尊重してその向

上を図り、進んで

表現するととも

に、伝え合おうと

している。 

目的や場に応じ

て効果的に話し、

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の 考 え を ま と

め、深めている。 

 文法、語句、語

彙、敬語の使い

方、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付け

ている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（練習ノート、ワ

ークシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（練習ノート、

原稿用紙） 

 

 行動の観察 

記述の確認 

（練習ノート、 

ワークシート 

等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

書
い
て
伝
え
る 

・整った文を書く 

・表現への扉１ 

◎  ◎  ◎ 

a:適切な表現の仕方で書こうとしてい

る。 

c:主述の関係、副詞の呼応、文末表現の

統一、話し言葉と書き言葉の違いなどに

注意して、読み手にわかりやすい文が書

ける。 

e:国語における言葉の成り立ちや表現

の特色を理解する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認及

び分析 

e:記述の確認及

び定期考査 

書
い
て
伝
え
る 

・絵や写真を見て

書く 

 
◎ ○ ◎  ◎ 

a:相手に伝えることを意識している。 

b:大切な情報を落とさずに書く。 

c:効果的に伝わるよう、論理の構成や描

写の仕方を工夫している。 

e:説明の順序や５W１H について理解す

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認及

び分析 

e:記述の確認及

び定期考査 

声
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・言葉のストレッ

チ体操 

・表現への扉５ 

◎ ◎   ○ 

a:コミュニケーションの楽しさを感じ

る。 

b:聞き手は、話し手が話しやすい聞き方

をする。話し手は、話すことの順序を考

えて、わかりやすく話す。 

e:聞くこと、話すこと、伝え合うことを

見つめ直し、コミュニケーションについ

て新たな発見をする。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

b:行動の観察 

e:行動の観察及

び記述の確認 

表
現
を
楽
し
む 

・言葉で遊ぶ。 

 

◎  ◎  ○ 

a:友人等の作品や言葉で遊ぶことに関

心を持つ。 

c:創作のルールに従い、作品として仕上

げる。 

e:言葉遊びのルールや仕組みを理解す

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認及

び分析 

e:行動の観察及

び記述の確認 

２
学
期 

書
い
て
伝
え
る 

・わかりやすい文

を書く 

・分のつなぎ方 

・表現への扉１ ○  ◎  ◎ 

a:適切な表現の仕方で書こうとしてい

る。 

c:一文の長さ、読点の使い方、文のつな

がりなどに注意して、目的や場に応じて

表現を工夫して書く。 

e:国語における言葉の成り立ちや表現

の特色を理解する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:記述の確認及

び分析 

e:記述の確認及

び定期考査 

基
礎
力
強
化 

・仮名遣い 

・送り仮名 

・同音異義語 

・同訓異字 

・間違えやすい漢

字 

○    ◎ 

a:興味を持って取り組もうとしている。

e:国語における言葉の成り立ちや表現

の特色を理解する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

e:記述の確認及

び定期考査 

表
現
を
楽
し
む 

・パンフレット作

り 

○ ○ ◎  ○ 

a:読み手をひきつけるようなフレーズ

や構成を考える。 

b:相手に伝わる表現を考える。 

c:読み手を意識し、文体を工夫する。 

e:情報を適切に編集できるように、文章

の形態や文体の違いについて理解して

いる。 

a:行動の観察 

及び記述の点検 

b:行動の観察 

c: 記述の確認

及び分析 

e:行動の観察及

び記述の確認 
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３
学
期 

  

基
礎
力
強
化 

・四字熟語 

・慣用句 

・敬語 

○    ◎ 

a:興味を持って取り組もうとしている。

e:国語における言葉の成り立ちや表現

の特色を理解する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

e:記述の確認及

び定期考査 

声
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・ショートスピー

チをしよう 

○ ◎   ○ 

a:効果的に伝えることや相手の話を聞

く姿勢を意識し、意欲的に取り組もうと

している。 

b:声の大きさやスピード、抑揚等の意識

している。 

e:発表を意識し、適切な言葉遣いでスピ

ーチしている。 

a:行動の観察 

及び記述の点検 

b:行動の観察 

e:行動の観察及

び記述の確認 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

※ 評価の観点については○印を、また、その単元で主とする観点には◎印を付している。 


